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１１
月
７
～
９
日
に
私
と
田

中
議
長
、
大
野
院
長
、
村
山

事
務
次
長
で
久
留
米
大
学
医

学
部
の
内
科

・
外
科
の
そ
れ

ぞ
れ
の
主
任
教
授
を
訪
問

し
、
引
き
続
き
本
町
へ
の
医

師
派
遣
を
お
願
い
し
、
来
年

度
以
降
も
派
遣
を
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
医
療
体

制
の
充
実

・
強
化
に
向
け
、

今
後
も
い
っ
そ
う
努
力
し
て

い
く
。

北
見
市
に
本
社
が
あ
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
観
光
い
が
経
営
す

る
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

「国
後
展

望
閣
」
が
当
面
の
間
、
事
業

を
休
止
す
る
旨
の
報
告
が
町

に
対
し
あ
っ
た
。
理
由
は
景

気
の
低
迷
な
ど
の
観
光
需
要

の
減
少
に
よ
る
経
営
状
態
に

あ
る
こ
と
、
建
物
背
後
の
海

岸
浸
食
が
激
し
く
、
施
設
移

転
の
資
金
確
保
が
困
難
な
ど

の
こ
と
で
す
。
会
社
と
し
て

は
再
開
の
望
み
は
捨
て
て
い

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
休

止
と
な
る
と

屋
用
間
□
の

減
少
、
町
内
小
売
店
と
の
取

引
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ル
ー
ト

変
更
に
よ
る
観
光
客
の
減
少

な
ど
、
町
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後

の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
。

農

業

今
年
の
牧
草
に
つ
い
て
は

作
業
の
遅
れ
が
あ
っ
た
も
の

の
全
体
的
に
は
サ
イ
レ
ー

ジ

・
乾
燥
と
と
も
に
、
平
年

並
み
の
収
量
が
確
保

で
き

た
。
生
乳
生
産
量
に
つ
い

て
は
、
１０
月
現
在
前
年
同

期
と
比
較
し
約
０

・
２
％

増
の
５
７
，
８
８
０
ｔ
と

な
っ
た
。
販
売
額
は
単
価
が

２

・
６
円
高
い
８‐
円
６２
銭
と

な
っ
た
こ
と
や
飲
料
乳
と
し

て
、　
一
部
が
本
州
方
面
に
出

荷
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
前

年
同
期
比
、
約
３
％
増
の

４７
億
６
千
万
円
と
な
っ
た
。

固
体
販
売
は
１

・
５
％
減
の

９
億
９
千
万
円
と
な
っ
た
。

生
産
資
材
の
依
然
と
し
た
高

止
り
や
牛
乳
製
品
の
需
要
の

低
迷
な
ど
に
よ
る
生
乳
生
産

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
。
ま
た
丁
Ｐ

Ｐ
問
題
は
農
林
水
産
業
を
基

幹
産
業
と
す
る
本
町
に
と
っ

て
は
、
地
域
の
産
業
経
済
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。ホ

産
業

今
年
の
秋
サ
ケ
定
置
網
漁

は
前
年
比
２４
％
減
の
４
，

９
９
７
ｔ
、
金
額
で
は
前
年

比
４
％
増
の
２３
億
５
千
万
円

に
と
ど
ま
り
、
極
め
て
厳
し

い
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、

漁
場
間
で
の
格
差
が
顕
著
に

現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
北
海
道
に
お
い
て
は
漁

獲
量
が
低
迷
し
て
い
る
原
因

の
究
明
や
資
源
回
復
に
向
け

た
調
査
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
結
果
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
と
し

て
も
、
こ
の
度
、
管
内
増

協
や
標
津
漁
協
と
連
携
を

図
り

「
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
、
さ
け
ま
す
セ

ン

タ
ー
」
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
増
殖
河
川
の
有
効
な

活
用
に
向
け
た
調
査
を
開
始

し
た
。
ホ
タ
テ
漁
は
高
い
単

価
に
支
え
ら
れ
、
前
年
比

‐７
％
増
と
な
る
９
億
４
千
万

円
と
な
っ
た
。
水
産
加
工
業

は
、
秋
サ
ケ
の
不
漁
に
よ
る

原
魚
不
足
や
価
格
の
高
騰
に

よ
り
関
連
産
業
を
含
め
て
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

来年度以降も久留米大学から医師派遣

固定資産評価

委員会委員  山 本 祐 ― 氏
任期 平成23年 12月 20日～平成26年 12月 19日

国後展望闇

ヨD∋
○漁業用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書

○環太平洋経済連携協定に反対する意見書

提出者 総務経済常任委員長 藤巻 国治 議員
○看護師・介護職員等の大幅増員と夜勤改善で安全 。安心の医療・介

護、地域医療の拡充を求める意見書

提出者 文教福祉建設常任委員長 高橋 幹雄 議員
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●
国
も
問
題
提
起
、
情
報

の
積
極
的
活
用
を
市
町
村

に
指
示個
人
情
報
保
護
法
に
過

剰
反
応
し
過
ぎ
て
、
福
祉
や

防
災
が
後
退
し
て
い
る
。
国

も
福
祉

・
防
災
に
必
要
な
情

報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

新
十
津
川
町
や
千
歳
市
で

は
条
例
審
査
会
に
提
案
し
積

極
的
に
情
報
を
提
供
し
、
福

祉

・
防
災
シ
ス
テ
ム
を
進
め

て
い
る
。
当
町
の
審
査
会
開

催
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

日
一
新
年
度
を
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
実
施
の
元
年
と
し
た

い
。
内
閣
府
か
ら
の
指
摘
も

3議員が6項目にわたり町長と教育長に質問しました

高
齢
者
へ
の
除
雪
支
援
、

くばレ
J可 |1悠治議員

二
”一 il

ゴ ノ

歩道。通学路除雪対応進む 1/17

個
人
情
報
保
護
法
に
過
剰
反
応
。

福
祉

・
防
災
に
問
題
あ
り

あ
り
、
関
係
者
の
同
意
の
な

か
、
地
域
関
係
機
関
に
積
極

的
に
情
報
を
提
供
し
共
有
し

た
い
。
町
条
例
に
あ
る
審
査

会
は
現
在
ま
で
開
催
し
て
い

な
い
。

施
策
が

一
部
に
届
か
ず

２‐
年
の
一般
質
問
後
、
除

雪
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。
し

か
し
、
一部
地
域
で
高
齢
者
の

要
請
が
拒
否
さ
れ
、
支
援
が

行
き
届
い
て
い
な
い
。
一局
齢

者
や
障
害
者
が
直
接
申
請
で

き
る
よ
う
に
願
い
た
い
。

日
日
支
援
主
体
と
な
る
町
内

会
が
高
齢
者
の
要
請
を
拒
否

す
る

一
方
、
受
け
る
ほ
う
に

歩
道
の
除
雪
Ｈ

通
学
路
な
ど
、
歩
道
の

除
雪
強
化
に
つ
い
て
町
民
か

ら
強
い
要
望

（ア
ン
ケ
ー
ト

含
）
が
あ
る
。
改
善
策
を
伺

い
た
い
。

過
度
な
要
求
も
あ
る
と
間
く
。

町
内
会
長
が
応
え
な
い
場
合

の
対
応
な
ど
、
事
業
を
検
討

し
、
ス
ピ
ー
ド
対
応
す
る
。

多
く
の
町
民
が
不
満

目
】
今
年
は
歩
道
除
雪
に

３
百
万
円
計
上
し
た
。
大
型

機
械
の
た
め
、
細
目
に
出
来

な
か
っ
た
。
小
型
□
―
タ

リ
ー
の
導
入
な
ど
効
率
的
歩

道
除
雪
体
制
を
検
討
す
る
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、冬
期
間
の
対
応
も

四
季
を
通
し
た
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
が
地
域
こ
と
に
定
着

し
て
い
る
、
冬
期
間
に
環
境

調
整
を
願
い
た
い
。
望
が
丘

森
林
公
園
で
歩
く
ス
キ
ー

コ
ー
ス
と
す
こ
や
か
□
―
ド

が
重
複
し
て
い
る
。

目
】
望
が
丘
は
、
歩
く
ス

キ
ー
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
混
在
し
て
い
る
。
北

側

・
南
側
の
仕
分
け
を
表
示

し
お
互
い
協
調
の
な
か
交

流

・
健
康
維
持
の
場
に
し
た

い
。

同
意
の
な
か
積

今
冬
は
小
型
機
械

試
行
し
、
次
年

「望
が
丘
」歩
く
ス仕

3 しべつ議会だより



OS(Operajng System)コ ンピュータシステムを効率的に使うよう設計されたソフ トウエ
ア。基本ソフト

ウィンドウズ×P(エ ックスピー) 米国マイクロソフト社が開発したOS。 日本語対応版2001年
11月 発売

ウィンドウズ7(セブン)米 国マイクロソフト社が開発したOS。 日本語対応版2009年 10月 発
売

クライアント(client) ネットワークにつながれているサービスを受ける側のコンピューター

サーバー (server) ネットワークにつながれているサービスをする側の高性能コンピユーター

ツイッター (twttter) 140文 字以内の短文を投稿 (送信)できるインターネットサービス

庁
舎
内
外
の
管
理
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※
　
※

当
町
役
場
で
パ
ソ
コ
ン

は
現
在
何
台
稼
働
し
て
い
る

の
か
？
使
用
し
て
い
る
※
１

０
Ｓ
の
保
有
比
率
は
？

Π
】
現
在
稼
働
中
の
庁
舎
内

外
の
パ
ソ
コ
ン
は
１
９
２
台

で
あ
る
。
Ｏ
Ｓ
に
関
し
て
は

全
て
※
２
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ

Ｐ
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
∃
ナ
ル
版

（
以
下

「
Ｘ
Ｐ
」
）
で
あ

り
、
Ｏ
Ｓ
プ
レ
イ
ン
ス
ト
ー

ル
ー
を
使
用
し
て
お
り
、
ラ

イ
セ
ン
ス
は
１
０
０
％
取
得

済
み
で
あ
る
。

平
成
２６
年
４
月
末
に

「Ｘ
Ｐ
」
の
サ
ポ
ー
ト
期
限

が
終
了
す
る
が
、
最
新
Ｏ
Ｓ

で
あ
る
※
３
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

７
へ
の
更
新
は
計
画
を
立
て

て
実
施
さ
れ
て
行
く
の
か
？

又
、
更
新
の
際
、
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
が
な
さ
れ
る
の
か
？

Π
Ｈ
現
在
使
用
し
て
い
る
業

務
用
シ
ス
テ
ム
が

「Ｘ
Ｐ
」

対
応
と
な
っ
て
い
る
が
、
新

年
度
に
於
い
て
、
災
害
時
の

リ
ス
ク
対
応
を
考
慮
し
、

デ
ー
タ
ー
管
理
を
北
海
道
情

報
シ
ス
テ
ム
協
議
会
で
管
理

す
る
方
式
に
移
行
す
る
事
を

検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
Ｏ
Ｓ
の
制
約
を
受
け
る
事

が
な
く
な
り
、
現
在
使
用
中

の
パ
ソ
コ
ン
を
併
用
し
な
が

ら
順
次
、
最
新
版
Ｏ
Ｓ
に
更

新
可
能
と
な
る
。
Ｏ
Ｓ
が
更

新
さ
れ
て
も
事
務
処
理
等
に

支
障
の
な
い
様
、
努
め
て
い

く
。

職
員
が
使
用
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
に
は
様
々
な
情
報

が
入
っ
て
い
る
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
は
？

Π
ロ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
、
総

合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
運
用
主

体
で
あ
る
北
海
道
情
報
シ
ス

テ
ム
協
議
会
が
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と

し
て
ウ

ィ
ル
ス
バ
ス
タ
ー

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
エ
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
全
パ
ソ
コ
ン
に
導
入
し

て
い
る
。
職
員
に
関
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は

職
員
個
々
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を

付
与
し
ア
ク
セ
ス
制
限
を
行

な
っ
て
お
り
、
人
的
な
問
題

に
於
い
て
は
、
標
津
町
情
報

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー

。
ポ
リ

シ
ー
に
よ
り
適
切
に
管
理
さ

れ
て
い
る
。

大
震
災
以
降
、
住
民
基

本
台
帳
等
の
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ

れ
て
い
る
。
当
町
に
於
い
て

そ
れ
ら
は
、
北
海
道
情
報
シ

ス
テ
ム
に
て
共
同
運
用
さ
れ

て
い
る
が
、
１０
月
に
サ
ー

バ
ー
の
１
台
が
破
損
し
、
そ

の
中
の
デ
ー
タ
ー
が
殆
ん
ど

消
滅
し
、
事
務
処
理
に
支
障

を
き
た
し
た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
現
状
は
？

Π
一
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
、
住
民
基
本
台
帳
等
の

情
報
資
産
の
適
性
管
理
に
関

し
て
内
部
検
討
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
毎
日
午
後
３
時

時
点
の
デ
ー
タ
ー
を
記
録
用

テ
ー
プ
に
保
存
し
、
庁
舎
２

階
に
保
管
し
て
い
る
。

（新

し
い
体
制
が

で
き
る
迄
）

個
々
の
※
４
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
が
先
般
、

※
５
サ
ー
バ
ー
　
の
故
障
に

よ
り
、
不
具
合
を
生
じ
た
。

保
守
管
理
側
に
報
告
書
提
出

を
求
め
て
お
り
、
そ
の
報
告

に
基
づ
き
、
故
障
時
、
災
害

時
に
備
え
、
二
重
、
三
重
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
策
を
検
討

す
る
。

標
津
町
で
は
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
る

が
、
そ
の
製
作
、
更
新
方
法

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
？

Π
一
当
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
製
作
は
業
者
委
託
し
、
平

成
１５
年
に
立
ち
上
げ
、
平
成

２‐
年
に
り
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

が
、
現
在
月
１
～
２
回
程
度

の
更
新
に
留
ま
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
限
ら
ず
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
管
理
に
関

し
て
は
、
専
門
の
人
材
配
置

等
を
含
め
、
総
合
的
に
精

査

・
検
討
し
て
行
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
で
報
道

さ
れ
て
い
る
当
町
に
関
す

る
情
報
に
関
し
て
、
※
６
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
を
利
用
し
て
、

住
民
の
携
帯
電
話
等
に
流
布

す
る
事
は
で
き
な
い
か
？

口
】
現
在
、
当
町
の
防
災
行

政
無
線
は
原
則
と
し
て
、
１

件
当
た
り
、
数
字
に
し
て

１
４
０
字
以
内
、
時
間
に
し

て
３０
秒
以
内
と
し
て
い
る
が

実
際
の
放
送
に
於
い
て
は
、

そ
の
制
限
を
越
え
る
事
が
あ

る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
関
し
て

は
、
秀
れ
た
情
報
伝
達
手
段

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が

現
在
利
用
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
し
て
、
課
題
を
整

理
し
て
、
利
用
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。

現
在
、
町
内
に
於
い
て

道
や
国
か
ら
の
助
成
を
受
け

て
、
雇
用
創
出
基
金
事
業

（ふ
る
さ
と
雇
用
及
び
緊
急

雇
用
等
の
事
業
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
制
度

・
助

成
金
を
利
用
し
た
事
業
数
並

び
に
雇
用
人
員
数
は
？

Π
一
当
制
度
を
導
入
し
た
事

業
は
平
成
２‐
～
２３
年
度
の
３

年
で
、
活
用
件
数
７
事
業
、

雇
用
人
員

（延
べ
）
２‐
名
、

助
成
金
総
額
４
，
４
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

９
月
の
定
例
議
会
に
於

い
て
、
当
制
度
の
継
続

・
改

善
に
関
す
る
意
見
書
が
決
議

さ
れ
た
が
、
導
入
さ
れ
た
事

業
へ
の
評
価
と
今
後
の
動
向

は
？
Π
一
導
入
さ
れ
た
事
業
に
対

し
て
は
ど
こ
の
自
治
体
に
於

い
て
も
概
ね
、
高
い
評
価
が

な
さ
れ
る
と
思
う
。
が
、
制

度
終
了
後
、
そ
の
事
業
を
自

立
継
続
し
て
行
く
事
に
は
課

題
が
残
る
。
当
該
団
体
、
事

業
所
等
よ
り
、
情
報
聴
取
、

検
証
し
、
方
向
を
検
討
す

る
。

藤本 靖議員
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全
長
約
４‐
Ｋ
ｍ
に
わ
た

る
本
町
の
海
岸
線
は
殆
ど
全

域
と
言
っ
て
良
い
程
浸
食
さ

れ
て
い
る
。
特
に
近
年
は
地

球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
高

潮
、
高
波
に
よ
る
浸
食
が
著

し
い
。
古
く
か
ら
各
地
区
に

於
い
て
、
道
の
事
業
と
し

て
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
や
波
返

堤
防

（直
立
護
岸
）
工
事
が

実
施
さ
れ
て
き
た
。
新
規
の

事
業
と
し
て
、
浜
古
多
糠
地

区
、
伊
茶
仁
地
区
、
標
津
漁

港
地
区
の
事
業
が
進
ん
で
い

る
が
、
今
後
の
浸
食
対
策
に

つ
い
て
の
対
応
、
取
り
組
み

に
つ
い
て
町
と
し
て
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

Π
田
大
丈
夫
だ
と
言
う
箇
所

が
無
い
位
海
岸
線
は
傷
ん
で

い
る
。
地
球
温
暖
化
が
進
め

ば
爆
弾
低
気
圧
の
頻
発
、
台

風
、
冬
期
の
波
浪
に
よ
る
海

岸
の
浸
食
が
著
し
く
進
行
す

る
。
危
険
が
迫
る
な
ど
極
め

て
深
刻
な
状
態
で
あ
り
、
町

民
の
生
命
と
財
産
、
漁
業
関

係
施
設
を
活
動
す
る
上
で
、

大
変
な
状
況
に
な

っ
て
お

り
、
重
要
且
つ
緊
急
的
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
平
成

‐７
年
に
旧
土
木
現
業
所
の
所

長
、
幹
部
に
海
か
ら
海
岸
線

を
見
て
も
ら
い
、
深
刻
な
状

況
を
捉
え
て
頂
い
て
い
る
。

釧
根
管
内

か

ら
は

１
，

０
０
０
箇
所
を
超
え
る
要
望

が
出
て
い
る
。
公
共
工
事
の

削
減
な
ど
で
予
算
の
確
保
は

大
変
難
し
＜
な

っ
て
い
る

が
、
フ」
の
海
岸
対
策
、海
と
向

き
合
う
本
町
と
し
て
は
、
日取

大
限
頑
張
っ
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
事
業
実
施
に
向

け
て
粘
り
強
く
や
っ
て
行
く

新
規
の
護
岸
工
事
が
進

む
中
、
旧
工
事
の
終
わ
っ
た

一
部
の
地
域
で
は
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
が
埋
ま
り
、
機
能
し

て
お
ら
ず
、
流
し
出
さ
れ
た

泥
に
よ
る
沿
岸
で
の
水
産
資

源
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
状
態
に
関
し
、

町
と
し
て
の
対
応
を
お
間
か

せ
下
さ
い
。

日
一
道
内
の
海
岸
線
を
有
す

る
市
町
村
の
悩
み
は
、
同
じ

で
あ
り
、
復
旧
に
は
、
多
額

の
工
事
費
用
が
必
要
と
な

る
。
又
工
事
は
難
工
事
が
予

想
さ
れ
る
。
不
機
能
の
個
所

の
現
場
写
真
等
を
持
参
し

て
、
道
及
び
関
係
所
管
に
要

請
し
て
き
ま
し
た
。
大
変
厳

し
い
条
件
下
で
あ
り
ま
す

が
、
海
岸
線
に
対
す
る
予
算

確
保
に
努
力
し
て
行
き
た

い
。

事
業
実
施
に
向
け
毀

関
係
所
管
へ
粘
り
強
　
要
請

Π
一
泥
水
、
土
砂
流
に
関
し

て
は
、
本
年
度
は
、
施
設
上

流
部
に
沈
砂
池
を
設
置
し
、

応
急
的
な
対
策
を
講
じ
た
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
本
町

と
し
て
も
難
し
い
課
題
で
あ

り
ま
す
が
、
基
幹
産
業
で
あ

る
水
産
業
、
酪
農
業
に
密
接

に
関
係
を
及
ぼ
す
た
め
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
河
川
の
更
な
る
保

全
に
つ
と
め
る
。
標
津
町

の
管
理
す
る
河
川
に

お
い
て
も
同
様
に
河

川
の
保
全
に
努
め
、

減
少
す
る
さ
け
の
阻

害
で
あ
る
因
子
、
こ

の
原
因
を
関
係
所
管

と
も
ど
も
究
明
し
、

対
策
を
講
じ
る
の
が

一
番
だ
と
思
い
ま
す

の
で
こ
理
解
願
い
た

い
。

南 憲治議員

関
係
機
関
と
の
連
携

密
に
し
た
河
川

本
年
７
月
、
管
内
増
協

上
標
津
ふ
化
場
の
上
流
で
、

酪
農
業
の
牧
草
地
の
斜
面
が

崩
れ
、
ふ
化
場
の
取
水
□
と

な
る
川
が
泥
水
状
態
と
な
っ

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
７

月
は
既
に
さ
け
稚
魚
の
放

流
、
下
降
済
で
あ
っ
た
が
、

飼
育
期
間
中
で
あ
れ
ば
さ
け

資
源
に
大
き
な
影
響
が
出
た

と
思
う
。
こ
の
件
に
つ
い
て

町
と
し
て
の
見
解
を
う
か
が

い
た
い
。
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岸
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ふ
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場
取
水
口
へ
の



平
成
２２
年
度
決
算
審

査
特
別
委
員
会
が
１０
月

‐７
日
か
ら
１９
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
次
の
意
見
を
付

し

て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

１
、
町
の
政
策
全
般
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
執
行
担
当

（
原

課
）
は
庁
内
関
係
課
及

び
関
係
機
関
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
内
各
関

係
団
体
と
の
連
携
を
よ

り
強
化
し
政
策
の
効
率

化
に
努
め
、
例
え
ば
福

祉
政
策
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
を
特

に
強
化
す
る
な
ど
、
今

日
の
高
齢
化
社
会
で
の

町
民

（対
象
者
）
が
求

め
て
い
る
政
策
及
び
事
業

の
執
行
実
現
を
図
る
こ

と
。

２
、

「美
し
く
彩
り
の
あ

る
町
づ
く
り
」
に
対
す
る

町
民
の
関
心

・
評
価
が
高

ま
る
中
、　
一
部
町
営
住
宅

及
び
町
有
地
等
周
辺
に
雑

草

・
ゴ
ミ
、
更
に
は
全
町

区
域
内
主
要
道
路
に
各
種

目
的
別
ピ
ー
ア
ー
ル
看
板

が
破
損
等
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
早

急
に
改
善
す
る
こ
と
。

３
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
の
サ
ケ
定
置
網
漁
が
、

漁
獲
量
に
お
い
て
３
年
連

続

の
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
生
産
者
は
勿
論
の
こ

と
関
連
す
る
水
産
加
工

業

上
屋
用

・
運
送
業
な

ど
、
極
め
て
重
大
な
局
面

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
た

め
、
関
係
機
関

・
専
門
機

関
を

一
同
に
会
し
た
協
議

を
実
施
し
ス
ピ
ー
ド
あ
る

対
策
と
対
応
を
講
ず
る
こ

と
。

４
、
町
財
政
に
つ
い
て
は

基
幹
産
業
の
低
迷
、
加
え

て
東
日
本
大
震
災
の
復
興

等
に
よ
る
町
税
を
は
じ
め

国
か
ら
の
交
付
税
の
削
減

な
ど
、
今
後
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
監
査
委
員
並
び

に
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
公
的
収
入
金
の
収
納
の

確
保
に
万
全
を
期
さ
な
け

れ
ば
、
自
主
財
源
の
確
保

や
住
民
の
公
正
負
担
を
著

し
く
損
ね
る
観
点
か
ら
、

徹
底
し
た
対
策

・
対
応
を

講
す
る
こ
と
。

しべつ議会だより 6



歳 出合計
8,879,274千円
〇

一
般
会
計

６
，１
３
４
，９
８
５
千
円
　
　
特
別
会
計

２
，
７
４
４
９
２
８
９
千
円

総務費 13.40/0   825,112干 円
○彩り千本桜植栽事業

○ステップⅡ推進基金積立金

○ふるさとリフレッシュ基金積立金

○地域開発促進調査事業

教育費 790/o 485,783千円
標津きらり大学開校経費など

標津高等学校存置に向けた取り組み  |

公債費 1090/o   666,747千 円
町の借入金の元金の償還及び利子の支

払に要する経費

民生費  102%    623,710千 円
高齢者、障がい者、保育園など福祉に

関連する経費

衛生費 104%   639,567千 円
各種検診やゴミ処理、環境対策などの

経費

農林水産費 132% 807,108千 円
農業や林業、水産業の振興などの経費

商工費 23%    143,142干 円

土木費 1230/0   757,400千 円
町道の整備、町営住宅管理除排雪など

の経費

消防費 390/o    239,553千 円
消防団員の報酬、消防施設管理の経費

職員費 144%   881,160千 円
特別職や職員の給与に関する経費

その他 ]1%
議会費、労働費    65,703千 円

国保事業勘定    851,614千 円
介護事業勘定    374,374千 円
介護サービス事業勘定  28,150千円
老人保健         606千 円

後期高齢者医療    102,480千 円
簡易水道      195,107千 円

下水道       340,601千 円

金山休養施設等    13,210千 円
サーモンパーク    71,224千 円
病院事業

収益的支出    664609千 円

資本的支出     102,314千 円

町税 990/o     634,143千 円
町民の皆さんから町に直接収めていた

だく税金。町民税、固定資産税、軽自

動車税

一
般
会
計

繰入金 14%    87,848千 円

繰越金 230/0    144,024千 円

自
主
財
源
　
２
１

・
６
％
）

分担金及び負担金 410/o
260810千円

使用料及び手数料 15%94,337千円
財産収入 040/o   24,887千 円
寄付金 01%     4,616千 円

諸収入 19%    ]19,661千 円

地方交付税 48.2%3,075,401千円
※国から町に交付されるお金。国税の

うち所得税、法人税、たばこ税、酒税

や消費税は町の財政力に応じて交付さ

れる。

一
般
会
計

（依
存
財
源
　
７
８

・
４
％
）

国道支出金 160%1,020,648千円
※特定の事業を行なう場合にその経費

に充てるために国と道から交付される

負担金や補助金など

町債 1050/0    671,149千円
施設の建設や土木工事など多額の経費

が必要な時国や金融機関から借りるお

金。

地方譲与税等 37% 231,413干 円

国保事業勘定    877,979千 円
介護事業勘定    386,927千 円
介護サービス事業勘定  28,150千円
老人保健         606千 円

後期高齢者医療    102,790千 円
簡易水道      195,163千 円

下水道       340,601干 円

金山休養施設等    13,210千 円
サーモンパーク    71,224千 円
病院事業

収益的収入    629,711千 円
資本的収入     102,314千 円

特
別
会
計

歳 入
9,1129815干円

合 計

一
般
会
計

６
，３
７
４
，
１
４
０
千
円
　
○
特
別
会
計

２
９
７
４
８
，６
７
５
千
円

※繰入金…・基金などの積立金から取り
くすすお金

ム

般

計

特

別
会
計
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交
渉
不
要
な
関
係
を
つ
く
る

―
説
得
や
交
渉
が
上
手
な
こ
と
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
‥
シ
∃
ン
能
力
で
は
な
い
―

標
津
町
商
工
会

ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
の

一
つ
に
、
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
∃
ン
が
あ
る
。
市
場
と
い

う
存
在
を
相
手
に
す
る
以
上
、
社

外

へ
向
け
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
な
し
に
済
ま
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

交
渉
も
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
∃
ン
に
よ
り
社
内

・
社
外
を
動

か
し
、
目
的
を
達
成
す
る
。
そ
れ

を
闊
達
か
つ
自
在
に
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
な
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ス
ン
と
し
て
優
秀
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

三
年
ほ
ど
前
の
経
済
誌
に
、

「北
京
五
輸
出
場
を
目
指
す
野
球

の
日
本
代
表
」
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。
監
督
を
務
め
る
の
は
星
野

仙

一

（
現
楽
天
監
督
）
氏
で
あ

る
。記
事
は
、
田
淵
幸

一
氏
、
山
本

浩
二
氏
、
大
野
豊
氏
の
代
表
コ
ー

チ
就
任
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
彼
ら
の
就
任
に
あ

た

っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な

「交

渉
」
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

田
淵
氏
は
、
次
の
よ
う
に
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

「要
請
と
い
う

よ
り

『行
く
ぞ
』
で
終
わ
り
。
説

明
も
な
か

っ
た
。
」
山
本
氏
に

至
っ
て
は

「分
か
っ
て
い
る
だ
ろ

う
な
、
と
い
う
話
。
断
る
気
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
」
と
の
こ

と
だ
。
星
野
監
督
と
田
淵
氏
、
山
本
氏

は
、
東
京
六
大
学
り
―
グ
時
代
か

ら
親
交
の
深
い
間
柄
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
二

事
務
局
長
　
高
橋
　
彰

ケ
ー
シ
∃
ン
で
十
分
に
思
い
が
伝

わ
る
。
交
渉
の
必
要
す
ら
、
な

い
。も
し
か
し
た
ら
こ
れ
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
∃
ン
が
目
指
す
究

極
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
交

渉
ス
キ
ル
の
強
化
に
努
力
す
る
の

も
結
構
だ
が
、
理
想
は
交
渉
の
い

ら
な
い
関
係
づ
く
り
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
商
品

の
価
格
や
品
質

・
性
能
の
他
に
、

「顧
客
密
着
」
も
ま
た
、
強
力
な

差
別
化
策
と
な
る
。

顧
客
側
か
ら
み
た

「
顧
客
密

着
」
の
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
省
略
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
常
宿
の
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
な
ら
、
チ
エ
ツ
ク
イ
ン

時
の
記
帳
の
手
間
を
簡
素
化
し
て

欲
し
い
と
思
う
。
行
き
つ
け
の
料

理
屋
で
注
文
す
る
際
は
、

「い
つ

も
の
」
で
済
ま
せ
ら
れ
る
と
あ
り

が
た
い
。

言
葉
で
の
コ
ミ
ユ

一ケ
ー
シ
∃
ン

が
不
要
と
な
る
ほ
ど
の
親
密
な
関

係
。
そ
れ
が
目
指
す
べ
き
状
態
で

あ
る
。
別
の
こ
と
ば
で
表
現
す
れ

ば
、
「信
頼
」
だ
。
「信
頼
」
は
、
コ

ミ
ユ

一ケ
ー
シ
∃
ン
の
コ
ス
ト
を
下

げ
る
。
例
え
ば
価
値
あ
る
ブ
ラ
ン

ド
品
に
、
冗
長

（じ
さ
つ
ち
さ
３

な
商
品
説
明
は
必
要
な
い
。

説
得
や
交
渉
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

磨
く
前
に
、
そ
れ
を
不
要
に
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
考
え
て

み
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
苦
労
は
、
大
幅
に
軽
減
さ

れ
る
は
ず
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
年
は
私
も
年
男
と
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
平
成

２４
年
広
報
担
当
委
員
と
し
て

町
民
の
皆
様
に
よ
り
分
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
発
行

に
努
力
い
た
し
ま
す
。
さ

て
、
昨
年
は
国
内
国
外
と
さ

ま
ざ
ま
な
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
２３
年
３
月
１１
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、

今
で
も
あ
の
大
津
波
の
悲
惨

な
画
面
が
私
の
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら

年
が
明
け
た
今
年
は
本
格
的

な
復
興
元
年
で
す
。
私
た
ち

も
全
国
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
頑
張
ろ
う
。
そ
し
て
私
た

ち
の
町
標
津
に
お
い
て
も
、

こ
の
教
訓
を
忘
れ
る
事
な
く

行
政
と
町
内
会
が

一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
安
全
と
安
心

を
心
配
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　

　

（石
橋
昌
幸
）
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長
　
田
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委

員

長
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副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
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幸

委
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士
口
田
　
　
智
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